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の
h

如
く
な
る
乙
3
ζ

。

乍
会
此
の
ほ
の
考
は
柳
、
わ
ぐ
O

円
丸
山
町
な
る
を
免
れ
歩
。

あ
ち
旬
。
れ
ば
、
此
に
就
て
斯
〈
…
般
の
推
療
を
下
す
可
を
な
ら
な
れ
ば
な
よ
り
。

論
あ
る
乙
と
鉱
山
論
也
)
償
値
の
概
念
は
日
本
支
那
に
号
古
〈
よ
t

り
務
達
し
活
花
る
宅

故
以
物
債
な
る
認
は
一
般
の
成
穏
に

み
て

時
、
。
れ
ば
予
は
幾

、、 ，，'一一ー叫，...，..-何百、刊ヤ
，. 

一
般
の
成
語
の
二
三
に
就
て
、
一
見
ち
に
日
本
若
く
は
文
那
に
於
け
る
合
同
誌
に
表
は
れ
た
る

償
位
思
想
史
の
一
端
を
窺
ふ
必
要
あ
る
を
威
一
ア
る
者
品
。
似
て
稿
を
改
め
て
償
、
堅
守
り
佐
議

の
種
々
を
考
へ
ん
わ
と
思
ぴ
柁
れ
ど
毛
、
未
だ
九
道
中
の
関
係
あ
る
保
々
並
仁
二
十
四
史
中
の

食
貨
志
の
依
等
す
ノ
ち
-
卒
業
吠
ぎ
る
沿
も
の
な
れ
、
ば
、
A
7
向
は
之
れ
に
て
筆
を
撒
く
乙
之
、
し
た
F

り

(
凶
月
末
日
記
す
)

，、、
砂、、

殖

民

及

、
以
燐
民
地
の
意
義

:[W~;:'~J;~!Ir~ ¥ 

堀

切

三怠

.f(A 

:衛

殖
民
及
び
殖
民
地
な
る
認
は
近
来
頗

b
に
朝
野
人
士
の
口
に
す
る
所
と
な
・
0
し
が
も
英
忠
徳

な
る
意
義
仁
翠
F

り
で
は
命
未
だ

一
定
せ
合
る
が
如
し
英
誌
の

の
OHo
ミ

倣

濁

訴

の

の
o
一o
ロ
ザ
は
総

地ハ…尚一の

n
o
-
g
v
よ

b
来
る
所
仁
し
て
此
線
地
ハ
語
肱
ホ

i

ム
以
外
の
農
作
地
、
所
阪
地
又
は
異
土

地
に
附
随
し
た
る
人
民
の
悶
憾
訟
指
示
し
た

b
、3
れ
ば
此

O
O
H
O
色
"
は
北
部
欧
洲
諸
闘
に
体
は

て

ハい
O

〕

O
H
Q
e

のコ
H
S
W
叉
は

阿
O
}
O
ロ
げ
に
化
し
た
る
な
'
り
と
機
宅
其
本
来
の
意
義
は
母
鴎
を
蹴
れ

て
他
の
新
た
な
る
土
地
仁
於
て
農
訟
に
従
事
す
る
人
々
の
間
慨
を
窓
味
し
た
よ
ワ
し
や
知
る
可

を
の
み
叉
希
脳
溺
の
之
に
・
談
合
す
る
究
字
は
〉
Mvopv
に
し
て
業
意
義
は
母
闘
以
外
の
居
住
地

識
は
遠
隔
の
地
仁
存
ず
る
ホ

I

ム
、
の
義
に
用
ゐ
ち
れ
な
る
な
F90

3
れ
ど
斯
マ
'Q

古
認
の
意
味

よ
J

り
総
論
し
て
今
日
の
所
鵡
殖
民
叉
ほ
殖
民
地
の
定
義
を
定
め
ん
と
欲
す
る
は
蹴
る
無
理
な

J

ツ
と
一
お
は
才
る
を
得
、
本
/
仰
と
な
れ
ば
今
日
拡
希
麟
探
馬
の
時
代
を
去
る
銃
仁
遠
〈
従
て
殖
民

19 

叉
は
殖
民
地
な
る
領
退
必
ふ
少
し
も
昔
日
之
同
一

‘
磁
氏
一
及
び
航
民
地
の
意
義

意
味
仁
使
用
せ
ず
る
の
常
な
れ
ば
な
I

り、

五一一一一一
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、
続
民
及
び
獄
民
地
の
意
地
域

今
近
世
殖
民
論
に
関
す
る
こ
一
一
一
大
家
の
忠
義
を
嬢
げ
ん
に

五
日
一
問

は
共
著
の
0
5
3
g
g
伴
内
〉
内
含
勺
内
乱
m
u
n
g
中
に
於
て
漣
ぺ

(fi 
吋

の
向。

ゲ31
m 

の
o 
~ 
口。
ぞ 4

〈
仰

戸
内

可
制

よミ

て

臼

〈

S 

-

k
r
n
o
g
口可勺円
O
勺R
H
W
仏
3
0
件。
ω
μ

ぴO
仏
、
。
向
日
U2ωOHμωσ
印日
O
口問山口肉付
0
0
ロo
n
o
ロロけ
q
m
w
ロ
仏
勺
O
口付刊の乱打
0
8
8
ロH
H
S
J

バぐ日
H3u
げ
mv
く山口問

ωヴ
Mgn
山O
口向仏け伊川
Wけの
O
口
三
々
g
n
山口
O
B
B
口
氏
守
二
O
吋H
U
m
v
p
mヰ
μ
ロ仏
ωO句
h
H
S
R
ω
o
n
w
門示日口仏印日以内口仏ゆ口け

OH
ハ凶命日
um-
ロハ山

g
p
山口

8
8
0
山内

ω庄
の
刊
当
日
n
H
μ
u
q
げ
Oロ
匂

O
門口
O
R
守
口
口
山
口
げ
仰
げ
位
。
仏
w

。吋吟
0
8
4
7
刊の伊け印
HO
一可凸一円切何日

5
0
8
n
山内口仲山口

E

5

5
ぽ
・
(
同
上
三
章
、
一
良
一

六
八
、
)

然
れ
ど
唱
此
定
義
に
大
な
る
快
鮎
の
存
ず
る
は
既
に
本
自
一
よ
よ
リ
分
離
し
て
糊
州
立
の

一
岡
山
本

口
組
織
す
る
に
澄

b
t
ふ

人

々

の

悶

?

;

の

OHO
々

み

す

る

乙

と

に

し

て

若

し

5
の

み
刈
く
す
れ
ば
北
米
合
衆
闘
の
如
を
号
今
宵
コ
11 

7
ー
た
る
ξ
宛
れ
も
C

る
可
を
な
t
り。

次
に
牛
隊
大
感
殺
授
む
-
開
-
何
ぬ
一
OHmO
口
氏
は
共
著

k
r
ω
Y
O
H
A
出町け
o
q
c
町甲山内目的
HH
の
O
円。口笠勺
0
5
匂
中

に

司
OHi
勺誌のロ
nm品
川
υ

ロJuoωmwmuμ

の0
5ロ
w
g
q
宮内凶向山口巾仏

gμ
n
o
S
B
G
2
3
、
mvQH
日付山
nω
口一中旬

ハ凶作
M
U
O

口仏
O
D
仲問
HM

的o
g
o
∞げ
3
0
0
吋吋
O
コロ
u
S
A
W
S
m
w
Y片
山

u
J
O
門付
y
m
仏
OPJEμ
尽
力
o
a
c
a司

om
司
MMOω
印、口以内日げ刊号ぴ作目
0
ロm
M
V
匂ぴ
M
3
げ

ひ円

O
円山判一口け
o
a
M
O

円

HHO広
MO
円
n
o
口口付
H・ぃコ
ω
口円げ

MU
ぬ吋
ω03ω

どく山口問ハ
1
0
ω

山口件。口付門
O
H
M
S
3
U
吋口付
0
5
0
B
o
s
q
8
5
3
J

J
樹
首
3
3
4謂
司
調
官
選
噌
理
導
過
若
者
遺

一一、-iヘ

3
8
8
0
W
1
0
句

R
g
g
g
けげ
0
2
0
命
日
誌
三
百
円
o

p

g
山口付げの

nOMO
口可'

(
同
上
総
裁
一
頁
八
、
)

此
定
義
拡
大
憾
仁
於
て
蛍
れ
ム
ノ
i
し
脈
M
B

然
部
完
会
な
y

り
ょ
と
X
L
F
か
を
得
水
/
先
づ
此
定
義
中
長

羽
仁
用
ゐ
北
る

の
OHO
口可

な
る
文
字
と
最
後
仁
周
ゐ
大
る

。OHO口
同

と
は
阿

の
意
味
と
認
む
る

を
得
、
ポ
ノ
却
も
初
め
は

戸内
0
8
8ロ
g
q
な
L
ツ
と
稲
し
畿
に
は
航
民
地
部
寸
り
土
地
の
滋
味
に
朋
ぬ
た

る
乙
之
明
-P

な

-h、一

定
義
中
に

究
字
を
ニ
様
の
意
味
仁
使
用
す
る

の
不
可
な
る
は
云

ふ
ま

で
唱
な
く
同
財
叫
に
鼠
・
仁
戒
積
の
政
治
的
閥
係
に
於
て
本
闘
に
従
局
す
る
人
民
の
関
髄
t
f二
百
ふ

の
み
に

て
は
殖
民
と
務
民
と
の
区
別
明
織
な
p
り
歩
、
印
も
布
睦
じ
於
け
る
日
本
移
民
の
免i

を

唱

山
附
之
を
枇
畑
氏
と
稀
せ
た
』
る
可
ら
含
る
可
く
文
一
方
に
於
て
本
側
附
に
締
法
す
る
目
的
を
有
せ
な

る
外
岡
昭
治
留
地
に
於
け
る
商
人
の

如
ぬ
己
宅
皆
之
を
恥
畑
氏
と
稀
せ
な
る
可
ら
か
』
る
仁
一
怠
る
可
し
@

岡
崎
仁
以
上
雨
個
の
定
義
は
英
問
大
家
の
意
凡
な
L
ツ
と
脱
落
命
殖
民
地
と
其
上
仁
居
住
ナ

21 

は
時
と
し
て
は
殖
民
地
の
意
味
仁

Mm
ぬ
ら
れ
文
時
と
し
て
は
殖
民

人
の
意
味
に
周
ぬ
ら
れ
く
爾
様
の
意
味
を
有
す
と
雌
省
幹
越
の
用
語
に
於
〈
，
noHo
ミ

磁
民
及
wv
碕
民
地
の
意
義
J

と
稀
す

る
船
長
人
と
を
混
浴
す
る
嫌
ゐ

b
印
も

ド印弓門
ω

氏
は
川

w
σ
0
仏可

o
J
3
0
ロω
を
以
て
又
何
m
O
3
0
口
数

授
は

仰の
0
3
5
2
5、
を
以
て
山

noHo
々
な
よ
り
と
潟
r
り
党
る
は

而
の
陪
央
政
な
を
に
非
、
ヂ
と
雌
も

的

mm

宅
一
万
来
英
語
の

noru
ロ可

五
ニ
五
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磁
民
及
wv
獄

民

地

の

意

義

る
時
は
殖
民
地
異
物
を
指
ず
の
例
な
る
が
故
以
上
の
定
義

ι持
格
を
来
河
口
止
る
を
得
夕
、

試
み
に
以
上
爾
者
と
金
く
反
蜘
刊
に

noHO々

を
土
地
の
意
義
に
解
し
に
る
例
を
感
げ
ん
に

ω山町

出・

H
g
q
g
氏
は
其
諸
問
ユ
け
UMH

河口
{
0
8仏
γ
H・2
一
口
氏
。
ロ
ぴ
町
三
口
仏

p
o
ω
2
0
中
に
於
て
日
く
、

近
一
一
六

，、，、

白、、

の
O
H
3
H
Q
J
口
O有
料

日

q
B
げ

C
P
R江戸口町の釦]守山口白
h
仲

ω
O同市。円
H
u
g
g
p
g仏
句
O勺口目白
H
W
W
2
2
0
E
O
O〈
q
h

切
町
民
会
吋
o
g
o
g山O口巾
M
5
1
5
0

〈

U
Z
5
0
二
ω日加え
w
r
r
o
m
g
ω
ロレロ

2w弘氏
ω
V
H
え
F
-
(
河
上
一
-
率
、
頁
ニ
、
)

叉
ハ
ー
バ
ー
ド
大
串
荻
授
ド
グ
ト
ペ
マ
シ
ロ
}
阻
ん
は
「
殖
民
地
と
は
海
外
に
存
花
す
る
或
主
権

闘
の
所
溺
領
土
の
総
稀
に
し
て
英
行
政
は
本
闘
よ
ん
A
H
雌
附
し
て
行
は
る
t
n
d
υ

の
な
一
五
?
と
稀

し
允

-b、
蓋
し
普
通
の
用
誌
に
於
け
る
の
O

円
。
々
は
荊
民
地
を
意
味
す
る
巡
の
正
解
す
る
を
圧
蛍

の
・
文
字
あ
1

り
自
ら
一
問
者
別
個
の
窓

と
す
可
く
、
殖
民
人
に
就
き
て
は
の
O
M
O
口
目
的
け
叉
は

内
0
日

0

口一
2
8

味
を
有
す
る
な
J

り
3
れ
ば
余
は
以
上
の
諸
説
を
参
酌
し
て
猫
民
地
の
定
義
を
注
の
如
く
下

3

ん
と
す
、

0

0

0

 

ポ
m

民
地
と
は
本
協
以
外
に
存
ず
る
土
地
人
民
の
結
合
に
し
て
英
行
政
は
本
閥
よ
b
A
H
縦
す

と
総
司
狩
或
栂
の
政
治
的
形
式
に
依
タ
本
閣
と
結
ぴ
附
け
ち
る
、
も
の
を
云
ふ
一
)

。。

此
定
義
よ

b
し
て
殖
民
な
る
文
字
の
意
味
は
自
然
に
生

b
来
る
可
し
~
印
私
「
船
仲
と
は
…
鎚

溜
調
溜
遭
潟
凋
明
滑

'1， 

の
人
民
が
永
住
の
目
的
を
以
て
殖
民
地
に
移
住
す
る
乙
と
を
云
ふ
り

此
定
義
仁
示
す
が
如
く
殖
民
地
色
紙
本
閥
以
外
仁
在
る
土
地
と
人
民
と
の
結
合
な
'
P
従
て

土
地
の
み
存
在
す
る
宅
居
住
民
を
有
せ
才
る
一
一
闘
の
所
側
地
以
殖
民
地
な
ιり
と
一
お
ふ
可
ち
ゃ
ノ

例
ヘ
ば
往
年
拠
地
利
の
探
除
隊
の
一
行
は
北
極
に
近
く
一
氷
島
を
後
見
し
之
を
プ
ラ

Y

少、ヨ

" 

. 
‘.、

， 

セ
ブ
島
と
命
名
し
以
て
瑛
地
利
の
所
領
に
締
せ
し
め
文
J

り
と
雌
も
之
を
瑛
地
利
の
殖
民
地
と

は
櫛
す
可
ち
歩
叉
居
住
民
の
み
存
症
す
る
も
土
地
を
有
せ
合
れ
ば
之
な
殖
民
地
と
は
稗
す
可

ら
や

J

、
例
へ
ば
布
睦
及
げ
加
奈
陀
、
カ
リ
ブ
ホ
ル
ニ
ア
州
等
に
は
多
数
の
日
本
民
民
住
民
加
し
共
或

者
は
磁
わ
に
永
伎
の
日
的
を
以
て
住
活
し
つ
弘
、
あ
J

り
と
雄
、
電
布
陛
共
他
は
日
本
の
殖
民
地
に

非
ち
診
る
乙
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
し
、
我
闘
の
揃
民
じ
闘
す
ぷ
著
書
中
に
活
殖
民
地
の
定
義
に

闘
し
甚
だ
漠
然
た
る
意
味
bu-

協
ぺ
花
る
も
の
多
し
、
例
へ
ば
竹
越
興
三
郎
氏
は
英
著
比
較
殖
民

制
度
に
於
て
殖
民
地
を
以
て
「
宗
閥
織
の
総
長
な
J

り
じ
と
稀
し
北

b
と
雌
も
前
山
一
一
口
一
せ
る
が
如
く
殖

23 

民
地
と
は
人
と
土
地
と
の
令
憾
な
J

り
、
決
し
て
槌
利
正
一
五
ふ
が
'
加
を
鉱
山
形
物
仁
は
非
ら
含
み
な

ιリ
、
殖
民
と
は
殖
民
地
に
本
岡
氏
の
務

J

住
ず
る
事
交
を
云
ふ
乙
と
前
述
せ
る
所
の
如
し
従
て
英

猫
人
が
合
衆
闘
に
移
住
す
る
が
如
き
は
殖
民
と
稀
す
市
町
一
ら
み
V
J

純
然
た
る
移
住
な

b
印
も
移
民

磁

民

一

及

川

州

出

盛

民

地

の

意

義

五

一

一

七
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磁
民
及

wv
殖
民
地
の
滋
ー
義

と
は
同

b
く
永
住
の
目
的
'
&
以
て
人
誌
が
住
み
憤
れ
し
古
郷
を
ふ
古

b
他
に
務
動
ず
る
事
交
に

五一一
λ

し
イ
古
巣
意
味
は
狩
と
し
て
以
外
闘
に
務
動
ず
る
場
A

官
、
営
指
し
時
と
し
て
紘
一
樹
内
の
中
地
よ
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地
仁
移
動
す
る
場
合
を
指
す
、
叉
業
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島
己
滋
味
よ
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一再

な
ら
w
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れ
ど
尽
殊
ト
ド
殖
民

F2X
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以
上
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桂
民
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冬
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ネ
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ず
る
純
定
の
坊
A
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が
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を

へ
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中
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畑
氏
は
叉
之
を
滋
科
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と
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別
せ
か
C

る
可
ら
歩
前
泌
せ
る
が
如
く
撤
回
内
の
背
後
に
は
必
み
や
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M
M

凶
ゐ
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り
瀬
良
人
は
母
闘
を
隊
れ
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潟
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所
4F~
求
ひ
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な
J
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総
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般
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上
の
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ず
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含
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と
の
関
係
は
絡
机
測
に
断
絶
す
る
唱
の
に
非
ホ
/
然
る
に
滋
務
の
場
合
に
於
て
は

一
様
放
れ
信
機
若

く
は
共
大
部
分
が
本
閣
を
ふ
式
1

り
て
他
に
務
位
ず
る
も
の
に
し

て
彼
等
の
念
聞
に
以
最
早
本
国

な
る
戚
念
存
在
す
る
乙
と
な
し
一
例

へ
ば
猶
太
人
績
が
設
及
よ
J

り
怨
務
し
大
る
が
如
き
ロ
J，、
~\'(' 

ー
ド
人
種
の
英
閣
に
遜
移
し
大
る
が
如
を
皆
本
闘
の
概
念
を
放
楽
し
て
他
闘
に
務
伎
し
た
る

唱
の
な
れ
ば
之
を
刻
一
民
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稀
ず
み
ど
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ダ

r
t
a
仏
政
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:
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容
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日
本
お
一
P

苑
ん
と
ふ
一
c
E
を
匙
，
け
て
訂
初
動
し
、
な
る
の

耽
叫
に
於
て
遣
決
し
一
て
之
を
普
通
務
兵
と
同

一
腕
ナ
可

8
2
る
な
よ
ク
。

人
戒
は
殖
口
比
一
な
る
字
義
中
に
は
高
度
の
文
化
を
'
有
す
る
人
民
一
が
低
皮
の
実
化
を
存
ず
る
土
地

仁
来
y

り
て
之
を
開
援
し
土
人
を
数
化
ず
る
意
味
を
合
蓄
す
従
て
欧
洲
人
が
桜
非
利
加
・
…
ド
殖
民

す
と
稀
ず
る
は
可
な
れ
ど
恋
文
那
人
が
米
闘
に
殖
民
す
と
郡
す
可
ら
ポ
/
何
と
な
れ
ば
支
那
人

は
米
闘
人
よ
l

り
女
ル
仙
の
桂
皮
低
お
じ
も
の
な
れ
ば
な
J

り
と
云
ふ
も
の
あ
J

り
。
此
誠
一
波
銀
色
に
非

ら
含
る
も
然
奇
跡
鮪
な
を
能
は
ム
ア
葦

υ
文
那
人
が

Aγ
疑
問
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移
住
す
る
山
県
笈
を
お
し
て
畑
氏

と
稲
ず
る
能
跡
公
ふ
砿
其
川
抗
出
他
に
存
在
す
る
ζ

と
前
述
の
如
く
に
し
て
決
し

て
文
那
人
の

究
化
の
扱
慾
が
令
衆
岡
氏
に
及
ば
含
る
が
潟
め
な
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五
ふ
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ふ
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れ
ー
ば
な
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り
現
に
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史
に
於
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文
化
の
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続
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市
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し
も
の
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殖
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し
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の
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か
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に
打
勝
も
て
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を
征
服
し
之
主
高
皮
の
究
切
に
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導
す
る
の
常
に
し
て
殖
民
事
業
が
世
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各
同
上
y

り
今
日
是
認
せ
ら
る
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銀
-
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党
此
の
如
く
に
し
て
人
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会
憾
仁
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し

て
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仁
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〉
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狩
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述
べ
て
日
く

mmw口
N

o
v
n
ω
 
ω山

口

同

μ

ロ
8
5
8
2
m
g

。ハ…
ο吋

m
w

つ
ω山

内
日
仏
山
内

WHarc日

0

口一
ωロ

日

M
m
w
口
仏
印

H
F

25 

~ 
0 
0 
口
p・~.
/f) 

戸
f-t-
い‘・。
ロ

m円
。
山

n
y
m川口
H
H
F
U

殖
民
及
ぴ
獄
民
地
の
意
義

五日一九



4 

26 

磁
民
及
mw
磁
民
地
の
意
義

MHO山
ωω
け

-
Z口付
N
ぴ
州
民
g
m
H
n
r
g
M一
的
仏
凸
ω

出
O
仏
印
口
♂

町
NHHMロ
μ
ロ
ロ
仏
〈
G
吋
山
口
O
H
d
仏
の
同
1

五一一一
O

仏

α吋

ω
c
y
pけ
N
O
W

ハ
凶
A
W
吋

同〕
O
吋

m
f

仏

mw吋

V
H
m
w
ロ
ωの
げ
の
口

N
口

の
ロ
HMMAOロ
ハ
山
内
門
司
…
吋
門
的

n
y
p
mけ

円
山
内
円
}
ハ
0
日
OHMMmMO円
。
ロ
仏
A
W

コ
口
h
v

以
C
D
W

ロ
ロ
仏
仏
~
向
的
。

ル.....
U】

r十

仏

μ
門口町
1

ロμ
Hけ

仏
O
吋

の

om円
。
口

mmwげ
ぬ
山
内
円
。
一
吋

y
o
F
0
3一
口
付
ロ
ロ
ロ
H1Lσ
円。一円

ω一け門戸山
n
F
O口
出
向
山
川
氏
問
ou
町内円。一円
1
ぴ
内
ωM山内吋
O
P
H
H
H
Oけ日
H
O仏
の
口
〈
O
J
v
v…円。日目

A
K
A

げけ・

(
2
2
E一口門的
n

Z
川

L

一mg
M
m
r
d
o
刊
の
門

g-口
小
川
・
呂
々
・
同
∞

-goω
・〉

流
石
は
獅
泌
皇
惜
の
限
誠
仁
趨
ぴ
銀
行
頭
取
よ
t
り
一
躍
猶
民
大
臣
を
煽
も
得
、
な
る
入
、
だ
け
あ

'
り
て
僅
々
数
ム
一
一
同
の
問
に
殖
民
の
意
義
目
的
、
迎
惣
を
遺
憾
な
〈
述
べ

-JJAbt
る
は
戚
歩
可
し
、
殖

民
地
の
土
地
、
草
木
、
合
一
献
¥
財
W
M
l
l
就
中
共
住
民
を
本
閥
民
の
怒
僚
的
利
用
の
潟
め
に
利
用
し
同

時
じ
本
間
民
は
英
治
歩
せ
る
実
物
制
度
殊
に
共
滋
徳
的
戚
念
を
以
て
土
民
を
誘
導
啓
設
し
彼

仏
教
を
し
く
究
明
の
徳
川
怖
に
俗
せ
し
む
る
之
れ
肋
畑
氏
の
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同
県
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関
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く
は
雨
漏
地
方
に
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於
て
徒
ら
に
椴
勢
威
…
脳
を
張
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り
然
苦
賎
業
締
仁
戯
れ
て
、
土
町
内
の
問
に
軽
瑛
を
招
を
つ
ts

あ
る

我
殖
民
地
の
大
官
諸
会
但
し
は
韓
人
若
く
は
支
那
人
を
鞭
綴
虐
待
し
て
自
ら
喜
兵
我
殖
民
人

は
果
し
て
殖
民
の
真
意
義
を
解
す
る
や
否
や
。
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英
闘
の
銀
行
準
備
金
問
題
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刊
明

江

備

... ~.. ""会

閥

英
図
に
於
て
金
準
備
増
加
問
題
を
生

b
h仏
る
由
来
以
上
の
如
く
、
叉
此
問
題
に
判
別
す
る
谷
積

金
融
機
関
の
閥
係
以
上
の
如
く
な
ん
〆
と
す
れ
ば
、
金
泳
備
増
加
の
方
訟
と
し
て
、
祉
関
に
体
嶋
せ

ち
る
k
B

も
の
如
何
宅
大
凡
そ
推
測
仁
難
か
ら
や
/
。

誌
に
順
次
之
を
列
記
す
れ
ば
、
大
略
記
の
如

し
と
す
。
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英
部
銀
行
の
保
護
準
備
制
~
限
配
減
縮
ず
る
乙
ー
し
。

(b) 

政
府
が
保
管
す
る
預
金
に
準
備
金
を
備
ヘ
し
り
る
乙

to

英
蘭
銀
行
に
第
二
徐
備
金
を
保
有
せ
し
り
る
乙
と

9

(c) ((1) 

市
中
銀
行
中
ど
し
て
楼
業
報
告
を
接
表
せ
し
り
る
乙
と
。

(e) 

英
関
銀
行
仁
於
け
る
市
中
銀
行
波
金
残
高
を
れ
公
表
せ
し
り
る
と
I
C
O
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以
上
五
策
の
内
、
戒
は
爽
繭
銀
行
に
関
係
す
る
唱
の
あ
よ
リ
、
政
府
に
関
係
す
る
も
の
あ

b
、
市
中

銀
行
に
関
係
す
る
も
の
あ
1

り。

蒸
し
是
等
三
者
を
外
に
し
て
、
金
準
備
均
加
問
題
解
決
の
衝
に

英
協
の
銀
行
準
備
一
金
問
題

五
五
日
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